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X62c VERTECSによる銀河系外背景光の観測精度見積もり:暗黒星雲法
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超小型天文衛星VERTECS(Visible Extragalactic background radiation Exploration by CubeSat) は 400 nm-
800 nm の可視光 4バンドを用いて銀河系外背景光（EBL:Extragalactic Background Light) を観測することを目
的としている。EBLの輝度を測定するには観測値から前景光成分を精度よく差引く必要があり、前景光の中で特
に大きい輝度をもつ黄道光の差引きが EBL測定精度を左右する。黄道光の差引き精度の影響が少ない EBL観測
手段の 1つとして暗黒星雲法がある。暗黒星雲法は EBLの輝度を暗黒星雲による減光量から推算するものであ
り、暗黒星雲がコンパクトであればその手前にある空間的に一様な黄道光を不定性なく差引くことができる。
本研究ではVERTECSによる暗黒星雲法を用いた EBL観測の精度の検討を、前景光成分を含んだ模擬画像を

作成し、暗黒星雲中心領域と星雲外との輝度差を、EBLと星間放射場の散乱吸収を考慮した式でフィッテイング
することで行った。暗黒星雲の光学的厚みを遠赤外線領域のダストマップから推定し、星間放射場の強度やアル
ベドを変更し、幾つかのパターンでもEBLの観測下限値に近い 10 nW m−2 sr−1であってもEBLが１σ、2 nW
m−2 sr−1ほどで検出できることが確認できた。本手法により VERTECSからの観測画像を解析し、暗黒星雲法
での EBLの検出を目指す。


